




要約:新生児の聴覚スクーリングのために、最近世界的に使われ始めた耳音響反射(EOAE)

が従来の行動反応聴力検査(BOA)や聴性脳幹反応(ABR)に比ベ有用であるか否かを調べる目

的で、比較検討を行った。対象は日赤医療センターの NICU に入院した乳児 30 例で生後 6

～126 日、胎生 25～41 週相当であった。その結果、反応は B0A が 83.3%、E0AE が 80%、ABR

が 93.3%で、E0AE は NICU の乳児は検査自体が簡単でなく、健康な新生児よりも出現率が

低下しており、BOA との同時検査がすすめられ、問題があれば、最後に ABR を用いるのが

良いと考えられる


